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1 はじめに

一般に,実多元体 D(大まかに言うと除法ができる多元環)に乗法的なノルムが定まっているとき, D を実ノ

ルム多元体といいます.みなさんが日頃から使っている Rや Cは実ノルム多元体の例になっています.

実ノルム多元体に関して非常に驚くべき事実として,これらは同形を除いて R,C,H,Oの 4つしかないこと

が知られています.それぞれ次元は 20, 21, 22, 23 になっています (H,Oについては講演中に説明します).なに

か “タネや仕掛け”がありそうですよね.今回,僕は 3次元の実ノルム多元体が存在しないことの証明を目標に

話します.

2 講演内容

まず複素数体 C, 4元数体 H, 8元数体 Oを紹介し,次に目標のために使ういくつかの概念を用意して,それ

らに関するいくつかの命題を紹介します. 具体的には, 写像のホモトピー,回転数,ベクトル場の指数を導入し

ます.そして目標の主張を示していきます.もし時間が余ったら,実ノルム多元体が 4種類しかないことがどの

ようにして示されるか,その流れを見ていこうと思います.発表者が代数的トポロジー初心者という,地雷感が

プンプンする発表をお楽しみください！
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